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るまでもない自明の前提ではないということだ。例えば、もし「快適な飛行」がパイロットの動揺を抑え こ ではなく、高速で ぶ快感を意味するのであれば、冊子は
G
ではなく飛行速度を最も重要


































































力を弱める結果となっている。ロウの提示す ピンボードの論理は、我々が自明のものとみなしている語り 論理を相対化する上では有効なものであると言えるが、 かし彼が主張するように近代的な論理に代わるほどの力を持ち得るかは疑問だ 近代 表象と実践 一帯離を明らかにした上で両者を新たな形で関係ずつけ 本書いまだ萌芽的なものに留まっている。本書では採用されていない参与観察やフィールドワークなどの調査手法には、人類学において
A
NT
よりも長い実践と理論の蓄積があり、これらの手法の導入によっ
て、より説得力を持った研究が可能にな 筆者は考える。{注}(l)
人類学と
ANT
の理論的な相違については次を参照のこと。足立
明
MOO-
「開発の人類学
i
アクターネットワーク論の可能性|」
社会人類学年報ミ弘文裳。
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〈2)この問題に対するANTの基本姿勢は次を参照のこと。ミツシぷ
ル・カロン&ジョン・ロウ「億人と社会のほ分を超えて」吋科学ぞ考える一人工知能からカルチュラルスタディlズまではの視点』悶悶猛ほか編、33、北大路書房。
(3)
この織物はTSR2というプロジェクトと無関係なものではない。一治ることが、単に事物を叙述するだけでなく、築物を作り上げていくというパフォ
1
マティブ(行為遂行的)な性質を持っている
以上、プロジェクトを説明する諮テクストの織物もまたプロジェクト自体をつくりあげているからだ。
(4)
ロウは、安定性や機能性へとん向 うネ
y
トワ
i
クの論怒は、ネツ
トワ
i
クのリアリティが流動的な働きに依存しているにも関わら
ず、空間的な他者伎 締め出す傾向があると論じている。』og
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宮武公夫800?アクノロジ
i
の人類学』岩波議店。
ラトゥ
i
ル・ブル
iノ33(3∞叫)吋科学が作られているとき人類学的
考察』川崎勝・一口前回紀代士山訳、産業民議。
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